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＊＊ むとう まさと 東京都立小山台高等学校教諭
司 ＊
人 ＊＊
で は 、土 方小 学 校こそ が 報 徳 教 育 の「先 駆 」で あり、
神 奈 川 県・富 山 県 の 教 員らに 影 響 を及 ぼして いた ので
あろうか 。そもそも「新 興 報 徳 運 動 」は 全 村 的 な「 報 徳
社 組 織 」に 加 え、報 徳 思 想を 学 校 教 育 へ 移 入 させる
「報 徳 運 動 ＝報 徳 教 育 」ともいえる構 図を 有してい た の
だろうか。当 該 期 の 土 方 小 学 校 の 姿 に迫った研 究 はこ
れまで に 存 在 せ ず、報 徳 教 育 創 出 の 要 因 につ い て は
断 片 的 な 情 報 が 散 在し 、不 明 な 点 が 多 い 。本 稿 は 、
土 方 村 の「新 興 報 徳 運 動 」につ いて、そ の目的や 方 法 、
展 開 の構 図 、そして学 校 教 育 の 変 化といった 視 点 か ら
多 面 的・実 証 的 に 検 討 を加 え、1930年 代 初 頭に お ける
報徳 教育 創 出 の動 向をより鮮 明に捉 えようとするものであ
る。
方 法として、まず は 遠 山信 一 郎と佐 々井 信 太 郎 の 論
稿 を用 い ながら、第 一 に 土 方 村 の「新 興 報 徳 運 動 」が
いか なる構 想 や 方 法 論 をもって 開 始されたの か、第 二
にそ の 後 の「新 興 報 徳 運 動 」の展 開と土 方 村 の 位 置 づ
けを捉 える。そ の上で 第 三として 新 出 資 料「我 が 校 の 報
徳 教 育 」(土 方 小 学 校 、1936 年)など、土 方 村長・鷲 山
恭 平 関 係 資 料 や 土 方 小 学 校 関 連 文 書を 用 いて 当 時
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(2) 特 別 指 定 村 事 業 の 開 始
遠 山は 、「報 徳 式 」の 特 別 指 定 村 を 選 定 する際 、か
なり慎 重 な検 討 を重 ねて い た。選 定 理 由 の 第 一 に(上
中 下の 内 中位 にあ る村 であって 呻 略)この村 の 更 生 が
成 功 すれ ば、適 用せ らるゝ町 村 の 数も又 最も大 」という
模 範 事 例としての 波 及 効 果 を 掲げ、第 二 に「古くから四
つ の 部 落 結 社 かおり」という報 徳 運 動 の 素 地 、第 三 に
「村長 鷲 山恭 平氏 が 報 徳 に 熱 心 なる人」という中 心人物
の 存 在 などを重 ね 合 わ せ て い た10。前 節 で み たように
遠 山自身 がトップ ダウン の官 製 的 な農 村 振 興 に 失 敗 経
験 があったこと、また指 導 者 の 予 算 措 置しか な い 状 況
下 であったことを 考え合 わ せると、少しでも成 功 の可 能
性 を 探ろうとしたことが 窺 える。こうして、1931年6 月17 日
以 降 、約3 ヶ月間 、入 念 に村 内 に了 解 をとるべく下 準 備
が 進 められ たのであった。
指 導 を委 嘱 され た 佐 々井 は、村 報 徳 社 と各 部 落 報
徳 社を 結 成 することを 求 めて い た。す な わ ち、全 村 民
を報 徳 社 員 に、そして 未 設 置 の三 部 落 にも報徳 結 社を
促 す 方 針であった 。捉 えようによっては 、報 徳 主 義 者・
鷲 山 村 長IIが県 と大 日本 報 徳 社 の 後ろ 盾を 得 て 村 政






村 内のA とい う有 力 者 が 、鷲 山 村 長と支 持 政 党
がちがうことと、か ねてからの 鷲 山 に対 する強いラ
イバル 意 識 から反 対 を 表 明し、い ろい ろ の 手 段
を 使って 妨 害 にか かっ たので ある。準 備 のPR の
ため に、夜 間 各 部 落 の 座 談 会を 開 き、鷲 山 恭
平・佐 々 井 信 太 郎・角 替 九 郎 平 ら が 巡 回 指 導
して、連 夜 各 部 落 をまわっ たところA から村 民 に
出 席 するなという指 示 が 出たり、ある部 落で は佐
々 井 の 靴 がどこか に投 げ 捨 てられて 帰りの 履 物
が ない ので 、公 会 堂 の 赤 緒 の上 草 履を 借りて帰
っ たり、あ るときは 、講 話 を終 えて 三 人 が自 転 車
で 戻る途 中に 、若 者 が 待 ち 伏 せ て、自転 車 の前
輪 に青 竹 を突 き込 んで 転 倒 させるということさえあ
ったといわ れる。
ここから鷲 山村 長 の「政 敵 」であ る有 力 者A による直
接・間 接 に 妨 害 の存 在 が 窺 えるが 、こ れ に対し佐 々井
らは「桜 町 にお ける尊 徳 の 苦 闘 を想 起しな がら、ます
ます 難 村 復 興 の情 熱 に燃 えて奮 闘を続 けたJ' と̂いう。
幕 末 、二 宮 尊 徳 白身 も住 民 の反 発 に 苦し んだことが伝
わって いるが、そ の 姿に 自らをな ぞらえることで、むしろ
奮 起 する契 機 としてい たようであ る。計 画の 主 唱者 であ
る遠 山もまた「自らA を訪 問し、至 誠 をもって説 得 に当り、
かつ 村 民 更 生 振 興 宣 誓 式 に 出 席して、断 固 邁 進 の 決
意を 訴え、村 民 の 一 致 協 同を懇 請した」14という。これら
紆 余 曲 折 の 結 果 、「8月22 日に 開 催された 協 議 会 の 投
票 採 決 で は、一人を 除く全 員 が受 諾 に賛 成し、特 別 指














として、日常 生 活を 住 民 相 互で 改 善して いこうとす る「常
会」や「教化 」の 姿 が 紹 介されてい る。 1932年6 月22 日、
佐々井 は 有 識 者 が 会して行 われ た「農 村 対 策 座 談 会 」
の席で 以 下のように語 って いる17。
私 は 他 力 主 義 を排して 自力 主 義と云 ふ 事 を 絶
対 的 に悟 らし める事 が 必要 だと思 ふ 。（中略）農 村
は 農 村 の す べきことを 自力 主 義 で や ると云 ふ こと
にす れ ば 当 然 其 処 に符 合 す べき事 は符 合し て自
ら解 決 の 道 があると思 ひ ま礼 そこで 此 の救 済を
徹 底させるに はどうしても 教化 の 他 は 無 いと 考 へ
る。
土 方 村 で 佐 々井 が目指しだ のは「自力 主 義 」による「解
決 」や「救 済」であり、そ のた めに「教 化 」を重 視し、報 徳
社 単 位 で「常 会 」を 開くという運 動の 構 図 が見 えてくる。
(2) 記 名 投 票
佐 々井 は また、「二 宮 尊 徳 全 集 の中 軸 をな せ石借 財
償 還 方 法を 同 村 に 実 施J,.していく。この 借 財 償 還 方
法とは 、報 徳 社 員 が積 み 立 てた「善 種 金」を、記 名 投 票
で 選 ば れ た「精 勤 者 」に 無 利 子5 ヶ年 償 還 で 貸し 付 け
るもので あった 。これ は 、村 民 が相 互 に長 所を見 出 す
姿 勢 や「精 勤 」や「善 行 」へ の自発 性 を促 すことが 意 図
され た 方 策 でもあり、佐 々井 の「自力 主 義 」に 連な る具
体的 方 策であった。
土 方 村 で 記 名 投 票 が 行 われ た 際 、「そ の 部 落 の人
の中 で 選 挙 せ られ たも のが 泣 い てしまふ の で す。そこ
で そ の 光 景 に 打 た れて 、現 に 静 岡 県 の 地 方 課 長 を
して居 っ た 遠 山 君 は 精 神 家 で す が 泣 い てしまっ た」
という19 当 選し た者 が「泣い てしまふ」のは 、貸 付 金を
得たこと、自らの 生 活 改 善 が 報 わ れたこと、そして 地 域
社 会 に 認 められ たことによるものであ った。ここに 報 徳
運 動 で「心 田 開 発 」とい わ れた 態 度 形 成 の 機 能 を 見て
取ることがで きる。そ の具 体 像 を目の当 たりにして「泣い
てしまった」遠 山 は 、後 年 、土 方 村 の 取り組 みで 得 た
「悟り」を以 下 のように 回 顧してい る20
こ斗こ報 徳 道 を 大 に 農 村 立 直し の 為 に 活 用 せ
んとの 自信 を 得 るに 至った のであ る。（中 略 ）今 日
迄 永い 間 努 力した 農 村 の 為 の 農 業 の 商 工化 も 、
議 会 政 治 に 多 数を 制して の 政 治 的 解 決 の 方 法
も、乃 至 は 町 村 議 員 会 を結 成して 自治 的 運 動 を
な す 事 も、皆 第 二 義 的 のもの で、之 等 は 結 局 根
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本 から農 村 を立て 直し( 更 生) 堅 実 なる農 村 を築く
もので なく、真 に根 本より農 村を更 生 振 興せしむる
ものは、民の荒 蕪 を開く報 徳 道であっ て、之が 実に
第一 義 的のものである事 を悟っ たのである。
ここに 、「根 本」からの 農 村 振 興 のた め に は「民 の 荒
蕪 を 開く」ことが 第一 義 との 認 識 を 深 めたことが述 べら
れてい る。半 信半 疑で臨 んだ 土方 村 の事 業 であったが、
佐 々 井 の「自力 主 義 」と「教 化 」を重 視した 具 体 的 実 践
を見 聞 することで、遠 山は 報 徳 に のめり込 んで いったの
である。
(3) 土 方 村 を モ デ ル として
遠 山が 富 山県 に赴 任したの は、そ の直 後 の1932 年3
月で あった。彼 は 、「先 づ 報 徳 道 を富 山県 全 体 の 指 導
精 神として富 山県 の 全面 的 立 建し(更 生) 振 興 を図らん
として、第 一 に 町 村 長 に 呼び か け」、また「県 の 幹 部 達
に 呼 び か け或 は 正 式 に会 議 を 開い た」という21．自らの
報 徳 へ の傾 倒をそ のまま富 山県 内 にも及 ぼそうと意 気
込 ん だ 姿 が窺 える。富 山県 では1932 年6 月以 降 、佐 々
井 や 土 方 村 長・鷲 山 恭 平を 招い た講 演 を複 数 開 催し、
報 徳 を指 導 精 神 とする「地 方 振 興 指 導 町 村」の 指 定 、
大日本 報徳 社の長 期 講習 会 への派 遣などを重ねていく。
そして、土 方 村 同 様 に「地 方 振 興 指 導 町 村 」内 に部 落
報 徳 社 お よび 村 報 徳 社を 結成 させる一方 で、1933 年6
月に は「富 山 県 新 興 報 徳 社 」を発 足させ 、ほ ぼ 一 年 で
「新 興 報 徳 運 動 」を推 進 する体 制を 急 速 に整 備したの
で あっ た。
佐 々井 もま た 、土 方 村 の 実 績 を 一 つ の 模 範 例と
し な が ら、1933 年 以 降 大 日本 報 徳 社 主 催 の 長 期 講 習
会を 開 催して いく。そ れまで にも 大日 本 報 徳 社 は 三 日
間 程 度 の 講 習 会を 開 催してい た が、45日 間という長 期
講 習 会 は 全く新しい 試 みであった。イ左々井 は長 期講 習
会の 発 案と実 現 について 後年 、以 下のように述 べてい る
上 方 村 の 仕 法の 進 行 状 態 が 軌 道 に 乗ってきた
という情 報 が伝 わり、視 察 者 が 増 加し、その 度ごと
に 大 日本 報 徳 社 に説 明を 求 められ るが 、僅 少 な
時 間を 割い て 説 明しても 、仕 法 の 要 略 を話 すこと
はで きない 。そこで 私 は 講 習 会とか 研 修 会とか の
必 要を 思い立った。
そ の実 行 につ い て大 日本 報 徳 社 の 理 事 諸 君
は、期 間を三 日開 か五 日間 にということで あるが、
そ れで 現 在 の難 局 が 処 理 できれ ば 申し分 はない
が、私 には確 信 が持 てない。最小 限 度 に 一ヶ月 余
りを要 するであ ろう。村 の事 も報 徳 の 事も 全く知ら
ない人 に語る最 低 限 度 だと主 張したが、容 易 にま
とまらない 、そ のような 長 い 講 習 会で は 出 席 者 が
ないで あろうというのが反 対 意 見 の主 たるものであ
った。私 は 三 人の 講 習 生 があれ ばそれで 良い。す
で に 二 人 は 申し込 んで い ると言っ た。この 堅 い 決
意 に 理 事 諸君 が賛 成し、昭 和 八年 二月 、「国 民 生
活 建 直し 指 導 者 青 年 講 習 会 」という名 目を以 て、
会 期 を一ヶ月 半とし、二月 一 日か ら一ヶ月 間 講 義 、
三 月 初 旬 から中旬 まで 研 究 、一 日三食、会 費 五十
銭とし(中略)この講 習 会 の 会員 募 集 広 告を 全 国の
都 道 府 県 に送 達し、募 集 方 尽力 を 依 頼し たところ
が、案 外 に希 望 者 が 多く、予 定 数 四 十人 に 対し 四
十 七 人の 申し込 み があった。
折しも、昭 和恐 慌 の 疲 弊 によって各地 で小 作 争 議 、
教 員 給 与 不 払 い や 娘 の 身 売り等 が 世 相 を覆 う中、官
民 挙 げ て の 疲 弊 脱 出 が 模 索 されて い た 時 期 で ある。
土 方 村 の 事 業 は 、そ の評 判 が 広 がるにつ れて 問 い 合
わせ が多くなった。僅 か な 時 間で の 説 明 に限 界 を感じ
た佐 々井 は 講 習 会を発 案し、理 事 の反 対 を押 し切って
一ヶ月半という期 間で 第一 回を 開 催したのであ った。表1
はそ の日 程であるが、佐 々井 を 中 心的 な 講 師 とした内
容 は 、① 報 徳 思 想 の 原 理(2 月 叩 ～10 日)、② 報 徳 仕
法・報 徳 社 の 解説(2 月ii日～23 日前 後)、③更 生 運 動・
国 民 教 化 としての 実 践 研 究(2 月23 日前 後 ～3月15 日)の3
つ に 大 別 で きよう。上 方 村 は ③ の 実 践 研 究 に お いて
視 察 や 鷲 山 村 長 の 講 話 として 取り上 げられて お り、受
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3/7 �会合規範講義(佐々井) �左に同じ �左に同じ 座談
3/8 �国民更生運動と常会(佐々井) �左に同じ �自由
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3/9 �開発方法研究(イ左々井) �左に同じ �座談
3/10 �報徳社事務(山田) �左に同じ �自由
3/11 �結社研究(山田) �見学 �自由
3/12 �町村社会事業(佐々井) �教化事業(佐々井) �座談
3/13 �婦人教化問題(佐々井) �報徳社の理論と実際(佐々井) �送別の催
3/14 �報徳仕法の理想(佐々井) �終了式
3/15 �二宮神社参拝(解散)
(註)『大日本報 徳』第371号(1933 年4月)および『富山教育』第233号(1933 年4月)をもとに作成 。なお 、『大日本報 徳』と『富山教
育』とでは日程の内容 に若干の相違 が見られたが、原則として『大日本報徳 』に依拠した。
写真1　 「第一回国民生活建直し青年指導者講習会」記念写真( 大日本報徳社講堂前)
9
(註)佐々井典比古編『佐 々井信 太郎略 伝』一円融 合会、1981年、6頁より転載。同書では「昭和8年3月」と記されているが、実際















るなど、「報 徳の 村」としての土 方 村の知 名 度 は高かったと
思われる。そ れでは、土方尋 常高等小 学 校(以下、土 方 小
学 校)で は村 政 や 報 徳 運 動と連 動した報 徳 教 育
においても「先 駆」性 が見られたので あろうか。
同 校 所 蔵 資 料 にお ける報 徳 教 育 に 関 す る記 録 とし
て は 、「沿 革 誌 」の 中で1933 年 に 土 方 村 が 特 別 助 成 村
に指 定されて農 林 大 臣 の 視 察を受 け た 際 に 、土 方小












(註)鷲 山恭平翁顕 彰会『 鷲山恭平翁を偲びて一報徳運動と地 域の人々- 』1987年、11頁より転載。前列左から2人目佐々井 信 太
郎、3人目静岡県 知事 田中広太郎、5人目後藤文夫、6人目鷲山恭平
もっとも、村 長 であっ た鷲 山 恭 平 白身 は 教 育 に 対し　　　　 下 やハメ板 を磨 い てい る所を、御 覧 になって 鷲 山
て強い 関心 をもって おり、青 年 団 、婦人 会の 指 導や「子　　　　 先 生 は 、「よくきれい になる ね、大 変よいところ へ気
供 報 徳 会 」の 運 営 に尽 力したことが 鷲 山 村 長 の 顕 彰 記　　　　 がつ い てくれ た]とおっし やって子 供 達 に ね ぎらい
念 書 である『 鷲 山恭 平 翁を 偲 び て』(1987年 発 行)に 記　　　　 の 言 葉 を か けられ 、そ のお 姿 を見 送 りつ つ 子 供
されて いる。以 下 は 、同 書 に 記された 土 方 小 学 校の 元　　　　 達と共 によろこび あったものでした27
教 員 による回 想 である26。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二 宮 先 生 の 御 命 日のお 祭 は 深く印 象 に残 って
おります。(中略)お 話( 二宮 金 次 郎 の＝引 用 者 註)
毎 年 七 月 、二宮 尊 徳 先 生 の 御 命 日には 、全 校　　　　 を 通じて、児 童 たち は 二 宮金 次 郎という人 は 偉い
生 徒 に村 長 に よる記 念 の 講 話を お 願 いしました。　　　　 感 心 な人 だと思 い 、児 童 たち の 中に 自 然 に 金 次
仲 略) 後 藤 文 夫 農 林 大 臣が 御 来 村 の 折は 、きた　　　　 郎 の 考 え 方 や 生 き方 、報 徳 の 精 神 が 培 われ たの
ない 学 校 で はと、一 生 けん めい 石 鹸 にタワシ で 廊　　　 だろうと思います。(中略)
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先 生 は 社 会 教 育 にも力 を 注 がれ まし た。
男 女 の青 年 団 、幼 児保 護 会などをつくられ 、
婦 人 会も創 設 されて 婦 人 の地 位 の 向 上 に 尽
力 されまし た。（中略 ）人 間として生きる道 、家
庭 にお い て 社 会 に お い て 女 性 が 果 た す 役









(2) 土 方 小 学 校 の 報 徳 教 育
土 方 小 学 校 による報 徳 教 育 に 関する記 録 は 、
管 見 の 限りでは 、(1)1934年9月 に『 大日本 報 徳 』誌
上 に発 表され た「学 童 節 約 の 現 れ」と題 する報 告、(2)
同 年 同 月 発 行 の 静 岡 県 教 育 会 雑 誌『 静 岡 県
教 育』に おける、日向島 吉 校 長 による「報 徳 精神 と
教 育 実 践 」と題 する報 告、(3)「昭 和 十 一 年 十 月二
十 七 日」の日付 が 記された「我 が 校の 報 徳 教 育」と
題 す る印 刷 物 、の3点 である。
「学 童 生 活 の 現 れ」(1934年) は、文 量 が少 ない
が、以 下のように報 告されて いる28
学 童 節 約 の 現 れ 土 方小 学 校
報 徳 具 現 の 一 端として児 童 に機 会 による節
約 の 強 調 を試 み之 を貯 金 の山となしてゐる。
次 は お 盆 小 遣 い の節 約 を約 束して 得 た 結果
を 学 校 新 聞 に掲 示し共 に実 行 の 跡 を見て喜
んだ 一 例である。
◇ 節約 の実 行
私 共 は 常々細 かいことによく気 をつ けてどこ
迄も無 駄 をは ぶい て 節 約 に力 めな け れ ば な
りませ ん、そ れで 先 日皆 さん に お 盆 にい たゞ
い た お 小 遣 の お 金 を 皆 遣 は ぬ 様 にして 残り
を必 ず貯 金 することに 約 束しました。皆さん が
そ れをよく実 行したので 今 度 の貯 金 は 次の 表
の 通 りで 常 の三 倍 程 沢 山 出 来 ました 、何 より
喜 ばしいことで す。村 中の人 が皆んなこの 心掛
で 節 約してや れ ば 土 方 の富 はズンズン 殖えて














































しており、土 方小 学 校 に おける鷲 山村 長 の 影 響 力 の 大
きさを 窺うことがで きる。【写 真4 】からは 、鷲 山 村 長と日
向 校 長 との 関 係 が、「新 興 報 徳 運 動 」を 伴 に 担っ た 同
志 関係 であったことが窺 える。
ま た 、「特 設 実 習 」と題 して 実 際 の 山 林 、水 田 、養
蚕 、養 豚 など を 実 施 する 取り組 み は 興 味 深 い。同 校
で は 、報 徳 社 や 常 会 とい った村 政 全 体 の 運 動 方 策 の
直 輸 入で は なく、特 に「勤 労」を 強 調し た 教 育 実 践 が
展 開されたことを 窺 わせるもので ある。
次 に、「我 が 校の 報 徳 教 育」(1936年)を見てみよう。本
史料 は、鷲 山村 長宅 の「渓 水 文 庫」内 に保 管されていた
もので、ガリ版 刷りの未 刊 行資 料である。執 筆 者 不明で、
何れか の媒 体 に発 表されたものか 否かも判 然としない。
「本 校は、野 の聖者 二宮 尊徳先 生の 報徳 精 神に 立ち、
多 年 訓育 の 実 践 に 努め 来っ たのであるが、そ の ゆらい
と根 拠 につ き述 べ たい 」との 書 き出し から始 まり、土 方
村 が1899( 明 治32) 年 か ら報 徳 社 の 結 社 を 見 た 歴 史
を持 つ こと、この 度 特 別 指 導 村 に 指 定 され たこと等
を 述 べ 、明 治 以 来 の 教 育 が「個 人 主 義 に 走 り、利 己
を助 長し 、且つ 一 方 に 遊 民を 生 ぜし め」だた め、報 徳
生 活 が「今 日の 行 詰 れ る教 育 を 打 開 する信 念 と態 度 」
に 求 められるとする。具 体的 には 、教 師 が「或 ひ は『報
徳 叢 書』を 中 心 に研 究 会を 開き、或 ひ は 先 輩 を招 いて
指 導をうけ」、行 事としては「道 掃 除」、「勤 労 尊 重 」、「二
宮 先 生 敬 仰」、「物 命 愛 護 と感 謝 の辞 」、「報 徳 訓・二宮
翁道 歌・四 綱 領 」、「常 会」、「読 物」を掲げ てい る30。
ここか ら、土 方 小 学 校 で は 永 年 の 報 徳 運 動 の 蓄 積
を踏 まえつ つ 、学 校 教 育 に「報 徳 精 神 」を採り入 れよう
として い た 様 子 を 窺うことが 出 来る。例え ば「勤 労 」に
つい て、「道 掃 除 」や「勤 労 尊重 」の文 言 にそ の 継 承 が
見られ る一 方、佐 々 井 が「自力 主 義 」と「教 化 」を 重 視
して 成 人 層 に 導 入し た「常 会」が 学 校 行 事 にも導 入さ
れて い たことが わ か る。しかし 、既 に1934 年 度 にお け
る富 山県 の 事 例 、1935 年 度 に お ける 福 島 県 の 事 例 が
あり3‘、1935 ～36 年 度 に お いて 常 会を 導 入し たとみら
れ る土 方 小 が そ れらに 比して「先 駆 」性 を有してい たと
は 考 え にくい 。また 、当 時 全 県 的 に報 徳 教 育を 推 進し
てい た富 山 県 の 事 例 や、大 日本 報 徳 社 の長 期 講 習 会
に 触 れ た記 述 は 見 当たらず、他 県 にお ける報 徳 教 育と
の 関 わりにつ いてなどは 不 明である。
大 日本 報 徳 社 理 事 でもあった 鷲 山 村 長 は 、尊 徳 没
後80 年 を記 念 する諸 行 事 が 行 わ れて い た1935 年 に神








このように 、「二宮 先 生 八十 年 祭 」に 際し、尊 徳 の生
誕 地 であ る桜 井 村 に お いて 教 員 を 前 に 講 話 を 行 うの
であ るが、そ の内 容 は 、尊 徳 は 財 を成した が 死 去 した
際 には 葬 儀 費 位しか なか った等 の 事 例 を挙 げ て 、「金
は常 に使 ふべ きものであ る。活 用 す べきものであ ると申
され た」と、経 済 生 活 に 関 するもの であっ たり、「協 力 和
合」「推 譲 」の 重 要 性 を訴え たりするもので あり、大 日 本
報 徳 社 理 事 として の 講 演という性 格 が 強く、学 校 教
育 は もちろ ん 、教 化 事 業 等 につ い ても一 切 触 れ て い
な い33。このことから鷲 山 村 長 は 報 徳 思 想 の 伝 道 者と
しての 意 識 が 強く、学 校 教 育 へ のアレン ジ には 意 識 的
で はな か ったであろうことが窺 える のであ る。一 方 、学
校 教 育 を担う日向 校 長 は 、鷲 山 村 長との 同志 関 係 であ
ったことは 間 違い ない が、土 方 村 に おける報 徳 運 動 の
主 な担い 手 は 鷲 山 恭 平 村長で あり、佐 々井 信 太 郎 であ
り、村 民 によって構 成 される 各 報 徳 社で あった。そ れ ゆ
え、学 校 教 員が 主 たる担 い手 となった「報 徳 運 動 ＝ 報 徳
教 育 」の 実 践 、す な わち 学 校 独 自の探 求や 実 践 、その
継 続 、さらに は他 県との 交 流や 影 響 関 係 にまで結 び つ
かな かったのでは なかろうかと考えられるのである。
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写真3　 土方小学校の卒業式にて( 撮影年月日不明)
(註)鷲山恭平翁顕彰 会『鷲山恭平翁を偲びて一報徳 運動と地域の人々-J1987 年、129頁より転載。










(註)前 掲『鷲山恭平 翁を偲びて一報徳運動と地域の人々－Jl987年 、14頁より転載。後列中央鷲山恭平、前 列中央が日向島吉。
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(3) 「先 駆 」性 の 検 討
そ の証 拠 に 、報 徳 運 動で 顕著 な「先 駆」性を見せ た土
方 村 であるが、土 方小 学 校 における報 徳 教 育 実 践は 、
他 県 の 学 校 教 育 関係 者 には 必ずしも「先 駆 」性 の 現 れ
として評 価 されてい なか ったようで ある。以 下 は 、「新 興
報 徳 運 動 」の 理 論 的 指 導 者 として知 られた 、教 育 学 者
の加 藤 仁 平 東 京 文 理 科 大 学 助 教 授 による1938( 昭 和13)









静 岡 県 掛 川 の 長 期 講 習 会 に 参 加し た富 山県 小 学
校 長 が 、「報 徳 の模 範 村 」が「学 校 教 育 に報 徳 を入 れて
ゐない 」ことを不 満とする一方 で、神 奈川 県 の 桜 井 小 学
校 に お ける「報 徳 主 義 教 育」に「 啓 発 」されて 実 践 に活
かしたことが述 べ られてい る。
桜 井 小 学 校 の「報 徳 主 義 教 育」につ いて は 、先 行研
究 で検 討されてい るように35、米 山要助 校長 を中心として、
勤 労 主 義 へ の 着 目から発 展し、生 活 即 教 育 の重 視 な
ど報 徳 思 想 の 教 育 的 考 察 を 経 た 理 論 化 が 出 来 上 が
ってい た。一 方 で 土 方小 学 校 で は、先 述したように「新
興 報 徳 運 動 」に伴う展 開 は 見られ るもの の、鷲 山 村長
や 佐 々井 信 太 郎を 中 心とした 土 方 村 の新 興 報 徳 運 動
の「先 駆 計生の 高さが際 立ち、学 校 教 員 が 主体 となった
報 徳 教 育 の 理 論 構 築を 窺うことはで きない。
富 山 県 の 教 員 がこの 差 異 に気 づ い た 背 景 に は 、遠
山 信 一 郎 の 働 きが あった。彼 は 富 山県 に「学 務 部 長 」
として 赴 任 すると、「町 村 長 は 概 ね 政 党 関 係 があ」るた
め、「学 校 長 ならば 、比 較 的 町 村 全 体を 動 かし 易い と
い ふ 特 殊 の 事 情もあった」36ことから、同 地 域 に お ける
「新 興 報 徳 運 動 」の 担い 手 として 教 員 に 期 待 を 寄 せ 、
長 期 講 習 会 に 多くの教 員を 派 遣した 。富 山 県 の 教 員
にとって「学 校 教 育 に報 徳 を入 れ」るとは 、学 校 が主 体
となって 報 徳 村 建 設 を志 向 する全 村 教 育 であるべ きこ
とが 水 路 づ けられてい たといえる。しかし ながら、そうし
た 担い 手 意 識 の 高さが 、かえって土 方小 学 校 の 非「先










































































































































31. 前 掲、須田『昭和前期地域 教育の再編と教
員』109-110、206-241頁。
32. 鷲山恭平氏講演「二宮先生の偉徳を偲ぶ」(神奈
川県足柄上郡教育会二宮先生研究部『報徳研
究録第五号』1936年U 月、10頁)。
33. 同上、11-13頁。
34. 前掲、『新興報徳教育』、244頁。
35. 前掲、須田「昭和戦前期における福沢小学校・
国民学校の報徳教育」。
36. 前掲、遠山『日本精神と新興報徳』、146～150
頁。
37. 神奈川県と富山県のその後の実践創出の歩み
は異なる様相を呈しか。これについては、前掲須
田「1930年代における報徳教育実践の創出」を
参照されたい。
－65 －
fi.S
